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１．当日のプログラム 

２．講演者・パネリスト略歴 

３．プレゼンテーション資料 

Ａ  高等教育分野における JICA の取り組み 

Ｂ  講演１：途上国の地域の発展に大学が果たす役割 

Ｃ  講演２：産学地連携のインパクト～プロジェクトの現場から～ 
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１．当日のプログラム 

JICA 公開セミナー 

「国際協力における高等教育の役割 ～地域に届くアプローチとは～」 

プログラム 

 

１．主 催：独立行政法人国際協力機構（JICA） 

 

２．後 援：文部科学省、国際協力銀行（JBIC） 

 

３．開 催 場 所：JICA 本部 新宿マインズタワー11 階 ABCDEF 会議室 

 

４．プ ロ グラ ム： 

 

14:00～14:05 主催者挨拶  

菊地文夫 国際協力機構 人間開発部長 

 

14:05～14:25 高等教育分野における JICA の取り組み 

渡辺元治 国際協力機構 人間開発部 第二グループ 技術教育チーム長 

 

14:30～15:00 講演１ 「途上国の地域の発展に大学が果たす役割」 

河村能夫氏 龍谷大学 国際センター長 経済学部国際経済学科 教授 

 

15:00～15:30 講演２ 「産学地連携のインパクト ～プロジェクトの現場から～」 

糸井龍一氏 インドネシア ガジャマダ大学産学地連携総合計画プロジェクト 総括 

九州大学 工学研究院 教授  

 

15:30～15:50 休憩 

 

15:50～17:20 パネルディスカッション 「地域に届く高等教育支援のアプローチ」 

パネリスト（五十音順） 

     荒木光彌氏  国際開発ジャーナル社 代表取締役・主幹 

     糸井龍一氏  九州大学 工学研究院 教授 

     河村能夫氏  龍谷大学 国際センター長 経済学部国際経済学科教授 

     宮尾百合子氏 国際協力銀行 プロジェクト開発部次長 

ファシリテーター 

戸田隆夫   国際協力機構 人間開発部第二グループ長  

 

 17:30～18:30 懇親会（60 分） （於 JICA Cafe） 

以上
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２．講演者・パネリスト略歴 

講演者･パネリストの略歴（敬称略） 

 

 講演（講演順）  

河村 能夫（かわむら よしお） 

現職：龍谷大学国際センター長、経済学部国際経済学科 教授 

農村開発分野での研究と教育に携わるとともに、地域社会と大学の役割についても造詣が深く、1992

年に龍谷エクステンションセンター（REC）を設立し、地域社会の開発と大学の資源をリンクする制度を

構築。又、「大学コンソーシアム京都」の設立（1994 年）に準備段階から関わり、現在、アカデミックア

ドバイザー。JICA 関係では、インドネシアの「スラウェシ貧困対策支援村落開発計画」（1997‐2002 年）、

スリランカの「参加型農村開発方法の確立」（地域社会における大学普及システムの確立）（1998‐2001

年）、パキスタンの「地方行政 CCB 支援」（2005‐2008 年）などに専門家として参加。 

 

糸井 龍一（いとい りゅういち） 

現職：九州大学工学研究院 地球資源システム工学部門 教授 

地熱資源をはじめとするエネルギー資源の開発利用に関する研究と教育を担当し、大学院博士後期課程

国際環境システム工学コースの設立(2002 年）に関わり、現在コースリーダーを担当している。JICA 関係

では 1970 年に設立された国際地熱エネルギー研修コースの講師として参加し、コースの改革および研修

プログラムの構築をサブリーダーとして行った。またアセアン工学系高等教育ネットワークプログラムに

も参画し、現地における域内留学生の指導および博士課程留学生の受け入れを行い、留学生の大学院教育

に積極的に関わっている。 

 

 パネルディスカッション（五十音順）  

荒木 光彌（あらき みつや） 

現職：（株）国際開発ジャーナル社 代表取締役・主幹 

61 年同志社大学文学部社会学科新聞専攻卒。61 年（社）世界経済研究協会に入り、67 年故大来佐武郎

氏（元外相）が名付け親になった『国際開発ジャーナル』創刊に参画、71 年（株）国際開発ジャーナル

社の代表取締役・編集長、2003 年 10 月現職に就任。現在拓殖大学国際開発研究所客員教授及び国際開発

教育センター・チェアマンを務めるとともに、近年、外務省改革の一環としての「第 2 次 ODA 改革懇談

会」委員（2001 年～）、「ODA 総合戦略会議」（外相議長）委員（2002 年～）、「ODA 中期政策」策定タス

クフォース委員（2004 年～）、「OA 点検と改善」ワーキンググループ委員（2005 年～）など、ODA 改革・

政策に対する造詣が深い。 

 

宮尾 百合子（みやお ゆりこ） 

現職：国際協力銀行（JBIC）プロジェクト開発部次長 

円借款を実施する国際協力銀行で、フィリピン、インドネシアの円借款を担当し、ジャカルタ駐在員事

務所駐在員、広報課、調達監理班、社会開発班等を経て、文部科学省「国際開発協力サポート・センター」

に出向し、大学の国際協力参画促進に関わる。銀行復帰後、円借款における大学連携を促進するプロジェ

クト開発部連携班にて勤務。2006 年 12 月より現職。 
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